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13 壁装

「壁紙」が発信！技術を磨き、
安全・安心、快適な世の中を…
「壁装施工作業」とは表具技法により500年来の障壁画作業を

基確として発展。近代、一般社会の要望により進められた和洋建

築の合体という新しい展開から成る技術の開拓をもたらしまし

た。伝統の技を生かしつつ新しい材質に対応する知識と新しい

技術の習熟が常に要求される職種です。

競技概要

第30回 競技課題

「壁装作業」課題は、A・B・C面に分かれており、織物、ビニール、

紙、第三次元新素材等の壁紙の特性に合わせた施工、仕上げ面

ジョイントの重要性なども含めた高度な技術が要求された結

果、最も効果的な仕上がりになるよう工夫されています。

ジョイントローラー
壁紙の継目を
目立たなくするために
圧着する道具

地ベラ
壁紙をまっすぐ切るための
ガイドとなる道具

なでバケ
壁紙を貼るときに
空気を抜く道具

14 旋盤

「旋盤」は工作機械の原点µmの高次元の精度と美しさを競う
精密機械の回転する部分には必ず旋盤で加工された部分があり、機械製品を作るには必要不可欠な機械で

す。現在の主流はコンピューターと機械が一緒になった「NC旋盤」ですが、その機械を使いこなすためには普

通旋盤を使いこなす技能と技術が必要です。一品一様の高精度製品を作るためには、永遠に普通旋盤も必要

であるといわれておリ、普通旋盤を使いこなす卓越した技能者が、近年になって再び必要になっております。

競技概要

第30回 競技課題

約2ヶ月前に公開される、4つの部品で構成された競技課題製品を、各

自が持参した工具や測定器と、普通旋盤を用いて5時間30分以内に加

工して組み立て、製品の精度を競う競技です。競技課題の加工要素は、

外径削り、内径削リ、テーパ削リ、ねじ切り、偏芯削り、ローレット加工な

どがあり、普通旋盤で加工できる代表的な要素が盛り込まれています。

競技課題を製作する過程で、各部品は他の部品と組み合わせて1
つの製品になり、組み付け形状で、0.01㎜単位の精度を満足する
必要があります。各部品の精度は図面に指示された公差だけを
満足するのでは組み立て状態の寸法を満足しないため、各部品の
製作過程では1µm（ミクロンメータ）単位の寸法管理が必要です。
さらに、加工、組み立て、測定、分解を繰り返し行いますので、再度
組み立てたときも同じ状態になり、各部の組み立て寸法を満足し
なければなりません。そのためには、組み立てたときに接触する
全ての面を、最良の仕上げ面にしなければならず、寸法と時間だ
けでなく、仕上げ面の美しさにも気を使わなければなりません。

競技にあたっては、下地から上張りまで、施工図に従って

寸分の狂いも無く張り合わせます。特に張り下地、仕上

げにおいては、出来栄えを大きく左右するので細心の注

意が要求されます。

ダイヤルゲージ
加工物の高さや、回転させた時の
ブレなどを測定するための道具

旋盤

チャックハンドル
旋盤に材料を固定する
器具「チャック」を締めたり
緩めたりする道具

技能検定職種名（作業名）　表装（壁装作業） 技能検定職種名（作業名）　機械加工（普通旋盤作業）

競技時間 4時間30分（1日）

競技時間 5時間30分（1日）
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